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大野地区自治協議会 平成２８年度に向けて 
 

佐世保市においては、人口減少に伴う歳入減少、医療・介護などの社会保障費の増大

など厳しい財政事情のなか、ハード・ソフト両面にわたる様々な行政サービスの授受は、

時代を追って厳しくなるものと思われます。地域においては、人口減少に加え、個人の

ライフスタイルの多様化や地域に対する考え方の違いなどから、地域での関わりを持と

うとしない人が多くなり、地域住民相互の連帯感や結び付が希薄化しています。  

一方では、例えば、高齢者世帯や一人暮らしのお年寄り 

をどう見守り支援していくのか、次代を担う子供たちをど 

う育んでいくのか、詐欺などの犯罪や大規模災害から地域 

住民の生命財産をどう守るのかなど、地域の様々な課題が 

広域化・複雑化しています。   

  このような状況を踏まえ、これらを乗り越えていくため 

に「自分たちの手によるまちづくり」を基本理念として、 

新たなまちづくりに向け「大野地区自治協議会」が平成 

２５年８月にスタートしました。 

                            （昨年の大野自治協まつりの様子）                                                                                

【大野地区自治協議会の役割】   

○大野地区自治協議会は、地域が一体となって地域諸課題に対処するとともに、活力あ 

る地域コミュニティを実現していくための推進母体とするため、地域を代表する新た

な市民団体として設立されました。 

 ○大野地区自治協議会には、現在７つの部会があり、大野地区公民館連合会や大野地区 

民生委員児童委員協議会、大野中学校区青少年健全育成協議会など地域の２５団体が 

参加しています。 

それぞれの部会のなかで、地域の団体が活動しています。大野地区自治協議会への

ご理解・ご協力をよろしくお願いします。 

    ひとよし まちよし 明るい大野                                 

     （まちづくりのスローガン）                                                                                       

 

 



大野地区防災訓練実施 
昭和 42 年佐世保大水害では、大野地区も甚大な被害を受けています。当時からは防災

工事も進んでいますが、都市化により土地の保水力が低下し水が一気に流れ下ることが予

想されます。被災後 50 年が経過し記憶も風化していますので、起こりうる大雨災害に備

え大野地区全町を対象に防災意識の向上を目的に、3月6日（日）に実施されました。 

災害図上訓練では、地図を用いて災害が発生する事態を想定して、危険が予測される地

域や避難場所、避難ルートの確認などが行われました。同時に行われた炊き出し訓練では、

災害時の調理を想定し、ポリ袋を用いてごはんを炊く訓練が行われました。 

ご参加頂いた地域の皆さん、ご協力頂いた中央消防署春日出張所、防災危機管理局の職

員の皆さん、ありがとうございました。（当日参加者１２８名） 

 

 

  

 

大野地区自治協議会 今後の事業予定（４月～６月） 

 ○４月２６日（火） 大野地区公民館連合会総会 

   大野地区公民館 第 1講座室 １４時～ 

 ○４月２７日（水） 自治協議会第１回理事会 

   大野地区公民館 第 2講座室 １６時～   

 ○５月１８日（水） 大野地区生涯学習推進会総会・大野地区自治協議会総会    

   大野地区公民館 ３階第２講座室階 １８時・１９時～  

○５月２５日（水）  安全なわが街づくり推進会議・史跡保存会合同研修            

   大野地区公民館集合  

 ○６月２８日（火） 自治協議会第２回理事会 

   大野地区公民館 第 1講座室 １４時～  

 

大野地区まちづくりの指針（ひとよし まちよし 明るい大野） 

「まちづくりの目標」（安全で安心して住めるまちづくりを目指して） 

① 人々が心通わせふれあうまち     

（わたしたちのまちに関心を持ち多くのコミュニケーションを持とう）   

② 安全・安心な暮らしができるまち   

（わたしとあなたの気配りで安全・安心なまちづくり） 

③ まちの環境や自然を大切にするまち           

（わたしとあなたの思いやりがつくる快適な環境） 


